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12月定例会 　平成29年第4回定例会は、12月7日に開
会し、14日に閉会しました。条例7件、補正予
算5件、陳情1件その他を審議しました。

問（
藤
澤
）台
風
18
号
に
よ

る
町
道（
滝
下
・
湯
鶴
葉

線
）災
害
の
復
旧
状
況
は
。

答（
建
設
課
長
）12
月
に

査
定
を
受
け
た
と
こ
ろ
だ
。

本
工
事
ま
で
時
間
を
要
す

る
の
で
、ま
ず
は
応
急
工

事
で
対
応
す
る
。

問（
後
藤
）臨
時
福
祉
給
付

金
事
業
の
内
容
に
つ
い
て

説
明
を
。

答（
健
康
福
祉
課
長
）平
成

26
年
４
月
の
消
費
税
引
き

上
げ
に
伴
う
経
済
対
策
で
、

住
民
税
非
課
税
の
方
へ
の

給
付
制
度
で
あ
る
。一
人
当

た
り
１
万
５
千
円
が
給
付

さ
れ
る
。事
業
確
定
に
伴

う
返
還
金
で
あ
る
。

問（
藤
川
多
）中
山
間
地

直
接
支
払
制
度
交
付
金
は
、

国
・
地
方
公
共
団
体
で
補

助
す
る
制
度
だ
が
、今
回

の
補
正
内
容
は
。

答（
農
林
振
興
課
長
）面
積

の
増
加
に
伴
い
補
助
金
決

定
額
に
変
更
が
あ
っ
た
。

問（
西
田
）教
師
用
の
道
徳

教
科
書
は
、国
費
で
予
算
措

置
す
る
も
の
で
は
な
い
の
か
。

答（
学
校
教
育
課
長
）児
童

用
は
国
費
で
あ
る
が
、教

師
用
は
町
費
で
措
置
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

平成29年度一般会計補正予算
　平成29年度一般会計予算は、8億9,300万円を増額し、総額を159億9,600万円としました。
　主な内容は、次のとおりです。

費目 事業名 金額 説明

総　務　費 熊本地震復興基金
交付金事業 100万円 住まい再建支援事業

民　生　費
臨時福祉給付事業 372万円 臨時福祉給付金給付事業補助金返還金

児童措置費 6,633万円 保育園等運営負担金

農　政　費
農林振興事業 889万円

農業経営力向上支援事業補助金
農協青壮年部海外研修助成金
農地中間管理事業機構集積協力金

日本型直接支払事業 71万円 中山間地域等直接支払制度交付金

商　工　費 山の都づくり事業 50万円 分譲予定地水道管敷設替設計業務委託料

土　木　費
社会資本整備総合交付金事業 1,480万円 町道改良工事費

高速道路対策事業 133万円 町道改良工事費

教　育　費
学校振興事業 281万円 教師用道徳教科書代

公民館事業 763万円 公民館新改築補助金

災害復旧費 現年度公共土木施設災害復旧事業 4億7,900万円 測量設計委託料
災害復旧工事費

諸 支 出 金 平成28年熊本地震復興基金費 1億8,200万円 平成28年熊本地震復興基金積立金

補
正
予
算
に
関
す
る
Ｑ
＆
Ａ

緑川の町道崩落現場
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一　般　質　問

問 

み
ら
い
保
育
園
内
に

併
設
の
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
に
つ
い
て
、つ
ど
い

の
広
場
事
業
・シ
ャ
ベ
ル

を
同
時
展
開
す
る
に
は

場
所
が
狭
い
。利
用
者
は

署
名
活
動
を
行
い
町
長

に
要
望
し
た
が
、改
善
は

み
ら
れ
た
の
か
。

答（
健
康
福
祉
課
長
）

多
少
狭
い
と
の
認
識
は

あ
る
。新
た
に
清
和
・
蘇

陽
地
区
で
、出
張
シ
ャ
ベ

ル
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、

利
用
率
は
上
昇
し
て
い

る
。４
月
に
今
の
形
に

な
っ
た
ば
か
り
な
の
で
、

今
後
様
々
な
意
見
を
お

聞
き
し
な
が
ら
利
便
性

の
向
上
を
目
指
し
た
い
。

問 

病
後
児
保
育
の
受
け

入
れ
体
制
は
。

答（
健
康
福
祉
課
長
）

保
育
士
１
名
、看
護
師

１
名
体
制
で
、９
月
20

日
か
ら
開
設
し
て
い
る
。

事
前
登
録
制
で
現
在
13

家
族
が
登
録
済
。

問 

高
齢
者
が
安
心
し
て

暮
ら
し
て
い
く
た
め
に
、

交
通
弱
者
に
な
ら
れ
た

と
き
の
サ
ポ
ー
ト
体
制

は
重
要
だ
。交
通
シ
ス
テ

ム
の
再
構
築
に
つ
い
て
伺

い
た
い
。

答（
企
画
政
策
課
長
）

自
家
用
車
の
運
転
が

困
難
に
な
っ
た
高
齢
者

に
対
す
る
サ
ポ
ー
ト
を

考
え
る
上
で
、交
通
シ
ス

テ
ム
の
見
直
し
は
必
須
。

本
町
に
ふ
さ
わ
し
い
公

共
交
通
の
姿
を
明
確
に

す
る
た
め
、来
年
度「
公

共
交
通
網
形
成
計
画
」

を
策
定
し
、課
題
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。

問 

Ｒ
Ｋ
Ｋ
に
委
託
し
て

い
る
情
報
サ
ー
ビ
ス「
デ

タ
ポ
ン
」が
十
分
機
能
し

て
い
な
い
。年
間
90
万
円

の
費
用
は
無
駄
遣
い
で

は
。

答（
企
画
政
策
課
長
）

防
災
行
政
無
線
を
聞
き

逃
し
た
際
い
つ
で
も
確

認
で
き
る
等
メ
リ
ッ
ト

も
多
い
。十
分
な
活
用
が

で
き
て
い
な
い
と
い
う
指

摘
に
つ
い
て
は
、現
在
検

討
中
の
光
情
報
通
信
の

シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
併
せ

て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問 

町
内
の
イ
ベ
ン
ト
が

同
じ
日
に
重
複
す
る
こ

と
が
多
い
。年
間

行
事
カ
レ
ン
ダ
ー

を
活
用
す
る
な

ど
、情
報
の
共
有

化
に
よ
り
重
複

を
避
け
ら
れ
な
い

か
。

答（
総
務
課
長
）

情
報
の
共
有
化

に
関
す
る
要
望

は
大
変
多
い
。年

間
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

を
策
定
し
、情
報

を
整
理
し
て
住

民
に
分
か
り
や

す
く
伝
え
て
い
き
た
い
。

問 

第
２
次
山
都
町
総

合
計
画
が
、策
定
か
ら
間

も
な
く
３
年
た
つ
。策
定

当
時
の
座
長
だ
っ
た
町

長
に
現
在
の
認
識
と
、担

当
課
長
に
計
画
の
進
行

管
理
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

答（
町
長
）検
証
が
ま
だ

十
分
で
は
な
い
と
思
っ

て
い
る
。３
年
前
の
計
画

が
今
現
在
も
適
用
で
き

る
の
か
も
含
め
て
見
直

し
が
必
要
。ま
た
各
プ
ロ

ジェ
ク
ト
の
結
果
が
早
急

に
得
ら
れ
る
よ
う
努
め

た
い
。

答（
企
画
政
策
課
長
）

進
捗
状
況
に
つ
い
て
は
、

全
58
項
目
中
、目
標
達

成
が
15
項
目
。３
月
議

会
で
全
容
を
報
告
す
る
。

実
施
計
画
の
見
直
し
に

つ
い
て
も
関
係
各
課
と

連
携
し
て
進
め
て
い
き

た
い
。

問    

町
の
未
来
を
描
く
総

合
計
画
は
、「
絵
」に
し
た

方
が
住
民
に
わ
か
り
や

す
い
。ビ
ジ
ョ
ン
を
分
か

り
や
す
く
示
し
て

ほ
し
い
。

答（
町
長
）子
ど

も
か
ら
高
齢
者

ま
で
が
活
き
活

き
と
暮
ら
せ
る

町
に
し
た
い
。そ

の
た
め
に
は
、経

済
活
性
化
と
社

会
資
本
整
備
、子

育
て
支
援
の
充

実
が
重
要
だ
。関

係
各
団
体
と
一
体

と
な
り
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。

答　 ４月に開設したばかりだ。今後、利便性の向上を目指す。

子育て支援センターの利用環境の改善は

吉川　美加 議員

みらい保育園内設の子育て支援センター

3 議会だより「山都」 第27号



問 

日
米
共
同
演
習
で
、

オ
ス
プ
レ
イ
の
飛
行
に
つ

い
て
、人
家
の
多
い
大
矢

野
原
演
習
場
南
側
は
飛

行
し
な
い
よ
う
に
と
、町

は
要
望
を
行
っ
た
。九
州

防
衛
局
か
ら
は
で
き
る

限
り
そ
う
す
る
旨
の
回

答
を
得
て
い
る
が
、南
側

で
の
目
撃
情
報
が
上
が
っ

て
い
る
。町
の
見
解
は
。

答（
企
画
政
策
課
長
）

防
衛
局
も
飛
行
高
度
に

関
す
る
懸
念
は
十
分
認

識
し
て
お
り
、飛
行
の

際
は
通
常
飛
行
と
同
様

と
す
る
よ
う
に
米
軍
に

申
し
入
れ
が
な
さ
れ
て

い
る
。飛
行
ル
ー
ト
に
つ

い
て
は
米
軍
と
調
整
の

上
、支
障
の
な
い
範
囲

で
関
係
自
治
体
に
通
知

さ
れ
る
。ま
た
、荒
天
に

よ
り
北
側
か
ら
の
侵
入

が
危
険
で
あ
る
と
き
は
、

変
更
に
な
る
可
能
性
が

あ
る
よ
う
だ
。

問 

飛
行
ル
ー
ト
、訓
練

時
間
の
超
過
と
約
束
違

反
が
多
い
。町
は
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
。

答（
町
長
）南
側
を
飛
行

し
た
と
い
う
こ
と
は
初

め
て
聞
い
た
。訓
練
終

了
時
間
が
規
定
を
超
え

た
こ
と
に
つ
い
て
は
確

認
し
て
お
り
、厳
重
な

抗
議
を
す
る
。

問 

南
側
の
飛
行
を
町

が
認
識
し
て
い
な
い
の
は

問
題
だ
。事
故
は
絶
対

に
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
が
、

最
近
で
も
沖
縄
で
は
米

軍
の
物
と
思
わ
れ
る
物

が
保
育
園
に
落
下
す
る

事
故
が
発
生
し
て
い
る
。

町
の
危
機
管
理
は
ど
う

なっ
て
い
る
か
。

答（
企
画
政
策
課
長
）

南
側
を
飛
行
し
た
事

実
は
確
認
で
き
て
い
な

い
。今
後
確
認
し
て
い
く
。

万
一
、訓
練
期
間
中
に

事
件
・
事
故
が
発
生
し

た
場
合
は
、国
の
責
任

に
お
い
て
迅
速
に
対
応

し
、そ
の
詳
細
に
つ
い
て

は
、関
係
自
治
体
へ
正

確
に
か
つ
迅
速
に
情
報

が
提
供
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。町
は
、訓

練
期
間
中
、22
時
ま
で

２
課
体
制
で
情
報
収
集

を
行
っ
て
お
り
、万
一
の

時
に
は
速
や
か
に
対
応

で
き
る
よ
う
な
体
制
を

取
っ
て
い
る
。

問 

広
報
掲
載
の
平
成
28

年
度
決
算
の
記
事
を
見

た
が
、分
か
り
づ
ら
い
。こ

れ
を
家
計
に
例
え
る
な

ど
、町
民
に
分
か
り
や
す

い
形
で
説
明
で
き
な
い
か
。

答（
総
務
課
長
）金
額
の

規
模
が
大
き
く
、専
門

用
語
に
よ
り
、わ
か
り

づ
ら
い
の
で
は
な
い
か
。

今
後
は
、家
計
に
例
え

る
な
ど
分
か
り
や
す
い

形
で
の
情
報
提
供
に
努

め
て
い
き
た
い
。

問 

町
が
出
資
し
て
い
る

法
人
は
、何
年
も
赤
字

経
営
が
続
い
て
い
る
が
、

ど
う
考
え
て
い
る
か
。

答（
山
の
都
創
造
課
長
）

平
成
28
年
度
は
震
災
の

影
響
で
苦
し
い
経
営
と

な
っ
た
が
、施
設
全
体

で
年
間
７
～
８
億
円
の

売
り
上
げ
が
あ
り
、雇

用
も
生
み
地
域
活
性

化
に
も
貢
献
し
て
い
る
。

指
定
管
理
料
金
の
圧
縮

に
つ
い
て
は
、考
え
て
い

く
必
要
が
あ
る
。

答（
町
長
）２
年
後
に
控

え
た
指
定
管
理
の
見
直

し
も
あ
り
、観
光
分
野

で
は
必
要
な
施
設
で
あ

る
た
め
、議
会
と
一
緒
に

な
っ
て
適
切
に
判
断
し

て
い
き
た
い
。

一　般　質　問

西田　由未子 議員

答　 訓練期間中、万一の時には速やかに対応できるような体制を
とっている。

日米共同訓練における
町の危機管理は

大矢野原演習場
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問 

イ
ノ
シ
シ
の
被
害
が

深
刻
な
中
、町
の
対
策

は
ど
う
なっ
て
い
る
か
。

答（
農
林
振
興
課
長
）

イ
ノ
シ
シ
と
シ
カ
を
合

わ
せ
る
と
年
間
５
千
頭

程
の
捕
獲
数
と
な
っ
て

い
る
。今
年
度
も
同
様
の

見
込
み
。防
護
に
つ
い
て

は
、町
・
国
の
事
業
と
し

て
電
柵
や
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ

シ
ュ
を
設
置
し
て
お
り
、

町
単
独
で
は
個
人
施
工

分
への
補
助
も
展
開
し
て

い
る
。

問   

「
ジ
ビ
エ
工
房
や
ま

と
」運
営
の
現
状
は
。

答（
農
林
振
興
課
長
）

10
月
・
11
月
の
実
績
は

次
表
の
と
お
り
。

約
１
千
２
０
０
㎏
あ
る

在
庫
は
、町
外
冷
凍
施

設
を
賃
借
し
て
保
管
し

て
い
る
。

問       

ま
た
、今
後
の
運
営

戦
略
は
。

答（
農
林
振
興
課
長
）

現
在
、大
口
の
契
約
を

交
渉
中
。町
内
消
費
で

は
現
在
２
店
舗
で
利
用

し
て
い
る
が
、更
に
拡
大

し
て
い
き
た
い
。

答（
山
の
都
創
造
課
長
）

町
内
飲
食
店
へ
拡
大
す

る
に
は
、仕
入
れ
価
格

の
抑
制
が
課
題
だ
ろ
う
。

ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品

へ
の
活
用
も
視
野
に
入

れ
て
い
る
。

問 

「
や
ま
と
文
化
の
森
」

の
今
後
の
運
営
は
。

答（
山
の
都
創
造
課
長
）

現
在
は
町
が
直
営
で
運

営
し
て
い
る
。将
来
的
に

は
通
潤
橋
と
文
化
の
森

を
つ
な
ぎ
、外
か
ら
の
お

客
様
の
町
内
周
遊
を
促

す
施
設
に
し
て
い
き
た
い
。

問 

大
型
バ
ス
を
停
め
て

観
光
の
拠
点
と
す
る
に

は
、施
設
と
し
て
足
り
な

い
点
が
多
い
と
思
う
が
。

答（
町
長
）現
在
の
施
設

の
ま
ま
で
は
有
効
な
活

用
は
困
難
。様
々
な
意

見
を
伺
い
、議
論
を
進
め

な
が
ら
、改
善
し
て
い
き

た
い
。

問 
空
き
家
改
修
の
補
助

金
が
少
な
い
の
で
は
な
い

か
。上
限
が
75
万
円
だ

が
、思
う
よ
う
な
改
修
に

は
足
り
な
い
額
だ
。補
助

を
上
げ
る
考
え
は
。

答（
山
の
都
創
造
課
長
）

個
人
住
宅
は
３
／
４
補

助
で
上
限
75
万
円
、店

舗
改
修
は
１
／
２
補

助
で
上
限
75
万
円
で
あ

る
。空
き
店
舗
利
用
の

新
規
事
業
に
は
、１
／

２
補
助
で
改
修
費
用

と
設
備
費
用
の
合
計
で

１
５
０
万
円
の
限
度
額

と
な
っ
て
い
る
。

問 

町
の
遊
休
施
設
の

有
効
利
用
を
図
る
た
め
、

現
在
使
わ
れ
て
い
な
い

土
地
や
建
物
を
全
て
洗

い
だ
し
て
、執
行
部
と
議

会
と
で
協
議
を
し
て
、早

急
に
活
用
が
で
き
る
よ

う
に
考
え
る
べ
き
で
は
な

い
か
。

答（
町
長
）公
共
施
設
の

整
備
の
際
に
は
様
々
な

条
件
が
あ
り
、す
ぐ
に
利

用
目
的
を
他
に
転
換
す

る
こ
と
は
困
難
だ
が
、無

駄
に
な
ら
な
い
よ
う
に

県
、国
に
も
積
極
的
に

働
き
か
け
、有
効
活
用

を
目
指
し
た
い
。

一　般　質　問

答　 県・国にも働きかけ、有効利用を目指したい。

町の遊休施設を洗い出し、
早急な有効利用を

後藤　壽廣 議員

平成29年3月で閉園となった浜町保育園

平成29年10月・11月の実績

処理数
（頭）

買取金額
（円/kg）

販売金額
（円/kg）

出荷
(kg)

在庫
(kg)

シカ 71 150 1,000
～3,900 185 680

イノ
シシ 45 150～200 1,500

～4,400 73 550
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問 

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

場
の
建
設
は
、平
成
28

年
度
に
議
会
で
否
決
さ

れ
中
止
と
な
っ
た
。改
め

て
検
証
し
た
い
。支
出
し

た
関
連
経
費
の
額
と
、今

振
り
返
っ
て
ど
う
思
う
か
。

答（
関
係
課
長
）設
計

委
託
料
な
ど
の
総
額
が

１
千
97
万
2
千
６
４
３

円
、審
議
会
等
報
酬
が

８
万
５
６
０
円
。

答（
副
町
長
）提
案
者
と

し
て
非
常
に
残
念
な
思

い
で
あ
り
、グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
愛
好
者
の
皆
様

や
仮
契
約
の
相
手
方
に

は
大
変
ご
迷
惑
を
お
掛

け
し
た
。一
方
、議
論
を

通
じ
て
、形
状
の
問
題

や
休
憩
所
の
提
案
な
ど
、

建
設
的
な
意
見
も
頂
い

た
。今
後
の
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
場
建

設
に
向
け
て

活
か
し
て
い

き
た
い
。

答（
町
長
）

議
会
で
は
場

所
に
関
す
る

こ
と
な
ど
、

様
々
な
懸
念

が
上
が
っ
て
い

た
。そ
う
し
た

意
見
を
踏
ま

え
な
が
ら
、今

後
、整
備
計

画
を
早
急
に

進
め
て
行
き

た
い
。

問 
昨
年
か
ら
今
年
に
か

け
て
の
豪
雨
災
害
に
よ

り
、多
く
の
河
川
に
氾
濫

の
被
害
が
あ
っ
た
が
、現

状
等
は
。

答（
建
設
課
長
）近
年
は

局
所
的
な
豪
雨
が
多
く
、

被
害
箇
所
の
予
測
は
難

し
い
。地
元
か
ら
の
報
告

が
あ
っ
て
現
地
に
赴
く

の
が
現
状
。対
策
と
し
て
、

河
川
断
面
が
狭
い
箇
所

は
堆
積
物
を
除
去
す
る

事
業
を
行
っ
て
い
る
。人

家
が
あ
る
所
を
優
先
に
、

田
畑
も
そ
の
中
に
含
め

な
が
ら
計
画
的
に
進
め

て
行
く
。ま
た
、県
河
川

に
つ
い
て
は
県
に
対
し
て

要
望
を
行
っ
て
い
る
。

問 
将
来
、広
域
で
建
設

予
定
の
熊
本
中
央
一
般

廃
棄
処
理
施
設
に
つ
い

て
、焼
却
施
設
で
あ
る

久
留
米
市
の
宮
の
陣
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
を
視
察

し
て
い
る
が
、建
設
予
定

施
設
は
焼
却
施
設
と
な

る
の
か
。第
２
次
総
合
計

画
に
あ
る「
循
環
型
社

会
の
形
成
」を
目
指
す
の

な
ら
ば
、バ
イ
オ
ガ
ス
施

設
等
を
導
入
し
た
循
環

型
の
施
設
を
導
入
す
る

べ
き
だ
と
思
う
が
、そ
う

し
た
提
案
は
可
能
か
。

答（
環
境
水
道
課
長
）

新
施
設
が
焼
却
施
設
に

な
る
と
い
う
決
定
は
な

さ
れ
て
い
な
い
。視
察
し

た
宮
の
陣
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
は一
連
の
処
理
工
程

が
循
環
型
で
あ
り
、建

設
費
も
環
境
省
所
管
の

循
環
型
社
会
推
進
交
付

金
が
使
わ
れ
て
い
る
な

ど
、山
都
町
第
２
次
総

合
計
画
の
循
環
型
社
会

の
形
成
を
図
る
こ
と
の

参
考
に
な
る
も
の
だ
と

考
え
て
い
る
。

藤川　多美 議員

一　般　質　問

民家に迫る河川氾濫（五ヶ瀬川）

宮の陣クリーンセンター（久留米市）

中止になったグラウンドゴルフ場
建設について検証したい
答　 非常に残念な思いだが、多様な意見を踏まえ、整備計画を進めて

行きたい。
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一　般　質　問

問 

本
町
の
３
つ
の
重
点

取
り
組
み
の
一つ
で
あ
る

「
安
心
・
安
全
の
農
業

推
進
」に
つ
い
て
事
業
の

進
捗
状
況
は
。

答（
農
林
振
興
課
長
）

本
町
農
産
物
の
知
名
度

や
イ
メ
ー
ジ
を
向
上
さ

せ
る
た
め
、会
議
を
重
ね

て
い
る
。今
後
、有
機
農

産
物
の
生
産
実
態
、学

校
給
食
な
ど
町
内
で
の

消
費
実
態
の
調
査
分
析

が
必
要
だ
。安
心
・
安
全

の
農
業
推
進
に
は
長
期

的
に
取
り
組
ま
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

問 

「
山
都
町
グ
リ
ー
ン

農
業
推
進
宣
言
」が
あ

り
話
題
と
な
っ
た
が
、生

産
者
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
。

答（
農
林
振
興
課
長
）

現
在
行
わ
れ
て
い
る
栽

培
方
法
で
も
十
分
に
認

定
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
と
思
う
。呼
び
か
け

を
重
ね
な
が
ら
、生
産

者
を
は
じ
め
、町
民
全
体

の
長
期
的
な
取
り
組
み

と
な
る
よ
う
に
推
進
し

て
い
き
た
い
。

問 

農
産
物
ブ
ラ
ン
ド
化

推
進
事
業
に
つ
い
て
進

捗
は
ど
う
か
。

答（
山
の
都
創
造
課
長
）

商
品
開
発
に
つ
い
て
は
、

３
カ
年
計
画
の
中
で
実

績
を
上
げ
て
い
る
。町

内
へ
の
周
知
を
図
り
消

費
を
伸
ば
す
と
と
も

に
、町
外
へ
の
販
売
促
進

に
努
め
た
い
。関
係
課
は

も
と
よ
り
熊
本
県
の
東

京
・
大
阪
事
務
所
な
ど

の
連
携
や
、本
町
独
自

の
販
売
網
の
拡
大
を
進

め
た
い
。

問 

有
害
獣
対
策
に
つ
い

て
、ワ
イ
ヤ
ー
メッ
シ
ュ
の

設
置
は
有
効
だ
。ワ
イ

ヤ
ー
メッ
シ
ュ
事
業
の
現

状
と
今
後
の
見
通
し
は
。

答（
農
林
振
興
課
長
）

現
在
ま
で
38
地
区
、55
・

４
㎞
、４
千
40
万
円
の

事
業
費
。補
助
額
は

３
千
８
４
９
万
円
で

95
％
程
度
の
補
助
実
績

で
あ
る
。非
常
に
有
効
で

あ
り
、今
後
も
推
進
し
て

い
き
た
い
。

問 

ジ
ビ
エ
工
房
や
ま
と

に
つ
い
て
、処
理
作
業
員

の
人
材
育
成
を
ど
う
考

え
て
い
る
か
。ま
た
、設

備
が
不
十
分

な
点
に
つ
い

て
は
ど
う
対

応
す
る
の
か
。

答（
農
林
振

興
課
長
）近

隣
の
民
間
の

食
肉
加
工
所

と
の
連
携
を

模
索
し
て
い

る
。ま
た
、国

主
導
に
よ
り

加
工
技
術
員

の
育
成
に
当

た
っ
て
も
ら

う
よ
う
に
要

請
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。設
備
に

つ
い
て
は
、こ
れ
ま
で
の

運
用
の
結
果
を
踏
ま
え
、

次
年
度
以
降
に
対
応
し

て
い
く
。

問 

平
成
30
年
度
以
降

の
水
田
農
業
政
策
に
つ

い
て
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ

て
い
く
の
か
。

答（
農
林
振
興
課
長
）

い
わ
ゆ
る
減
反
政
策
と

米
の
所
得
補
償
交
付
金

は
、平
成
29
年
度
ま
で
で

廃
止
と
な
る
。本
町
は
、

過
去
10
年
間
で
作
付
面

積
が
約
１
５
０
ha
減
少

し
て
お
り
、生
産
数
量
配

分
は
発
生
し
な
い
と
思

わ
れ
る
。

問 

本
町
の
米
を
ブ
ラ
ン

ド
化
す
る
た
め
、Ｊ
Ａ
と

連
携
し
て
食
味
検
定
の

受
賞
を
目
指
す
考
え
は

な
い
か
。

答（
町
長
）出
品
に
対
す

る
補
助
も
検
討
し
な
が

ら
、山
都
町
産
米
の
ブ
ラ

ン
ド
力
向
上
の
た
め
に
、

受
賞
に
向
け
て
頑
張
り

た
い
。

問 

ハ
ウ
ス
価
格
が
高
騰

し
て
い
る
が
、補
助
率
の

見
直
し
が
必
要
で
は
な

い
か
。

答（
農
林
振
興
課
長
）

現
在
は
国
・
県
の
補
助

を
活
用
し
な
が
ら
50
％

補
助
を
実
現
し
て
い
る
。

補
助
の
見
直
し
に
つ
い
て

は
、担
い
手
確
保
の
側
面

か
ら
も
必
要
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。

藤原　秀幸 議員

施工されたワイヤーメッシュの様子

ワイヤーメッシュ事業の現状と、今後
の見通しは
答　 現在まで38地区。非常に有効であり、今後も推進していきたい。
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条例の改正と廃止

○：賛成　　●：反対　　欠：欠席　／：採決なし

議決事項の賛否

議　件　名 議　決
年月日 採決結果

眞
原

　
　誠

西
田
由
未
子

中
村

　五
彦

矢
仁
田
秀
典

興
梠

　
　誠

藤
川

　多
美

甲
斐

　重
昭

飯
開

　政
俊

吉
川

　美
加

藤
原

　秀
幸

後
藤

　壽
廣

藤
川

　憲
治

藤
澤

　和
生

議案第68号 山都町火葬場条例の一部改正に
ついて

H29.12.13 可決 〇 ● 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

陳情第3号 日米共同演習に反対の意見書提
出を求める陳情書

H29.12.13 不採択 ● 〇 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

　地方分権の推進のために国から地方自治
体に裁量が移り、事務量が増えています。
　年々増加し複雑多岐化する事務を、今
後も円滑に処理するために、健康福祉課
を分課する条例が可決されました。

　多様なニーズに迅速かつ柔軟に対応し、
より効率的効果的にサービスを提供する
ために、養護老人ホーム浜美荘の事業が
民間に移譲されます。
　事業移譲に当たり、建物・施設備品を、
移譲先業者に無償で譲渡する議案が提出
され、可決されました。
　移譲先は、社会福祉法人日生会（熊本
市東区）です。

健康福祉課が分課されます 養護老人ホーム浜美荘の建物・施設
備品の無償譲渡

健
康
ほ
け
ん
課健

康
福
祉
課

福
祉
課

国民健康保険
国民年金
後期高齢者医療
健康増進

介護保険
高齢者福祉
社会福祉
障がい者福祉
児童福祉
人権センター

養護老人ホーム浜美荘　旧館

養護老人ホーム浜美荘　新館
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意見書

陳　情

件　　名：　道路事業予算の総額確保等に関する意見書の提出について
提 出 者：　藤原秀幸議員
賛 成 者：　甲斐重昭議員
意見要旨：　本町の貴重な財源である道路整備事業に
　　　　　　係る国の特別措置による交付金の嵩上げ
　　　　　　が、平成 29 年度で終了する。地域の産
　　　　　　業振興や住民の安心安全の確保のために
　　　　　　は、当該措置が平成 30 年度以降も継続
　　　　　　されなければならない。よって、道路事
　　　　　　業予算の確保等に関する意見書を提出す
　　　　　　る必要がある。
審査結果：　可決　（採決　賛成 13　反対 0）

件　　名：　日米共同演習に反対の意見書提出を求める陳情書
陳 情 者：　平和ネットやべ　代表　加藤軍志
陳情要旨：　12 月の日米共同演習に加わるオスプレイは事故が多いだけでなく、先制攻撃の海
　　　　　　兵隊輸送機であり、専守防衛を旨とする自衛隊との訓練を行うことで、安保法制
　　　　　　の既成事実化がうかがえる。近隣諸国を刺激し緊張を招かない為にも反対の意見
　　　　　　書提出を陳情する。
審査結果：　不採択　（採決　賛成 1　反対 12）
審査意見：　今回の日米共同演習は有事に対する演習が目的ということで、熊本県や関係町に
　　　　　　おいても反対の意見は提出されておらず、また、過去の演習においても特別な問
　　　　　　題は起こっていないため、反対の意見書を提出する必要はない。ただし、議論の
　　　　　　中ではオスプレイの民家上空の飛行や、大矢野原演習場での共同訓練恒常化を懸
　　　　　　念する意見もあった。

町道瀬戸福良線未着工部分

※詳しい日程等については、議会事務局までお問い
合わせください。（☎72-1289）

次の定例会は、

3月の予定です。
傍聴にお越しください。

編

後
集

記

　
熊
本
地
震
か
ら
１
年
８
か
月

が
経
つ
も
、
政
策
の
大
き
な
部

分
を
占
め
る
復
旧
事
業
。
し
か

し
な
が
ら
一
般
質
問
で
は
、
町

の
未
来
に
向
け
た
取
り
組
み
に

関
す
る
も
の
が
多
か
っ
た
。
こ

の
町
を
活
力
あ
ふ
れ
る
姿
に
す

る
た
め
に
は
、
希
望
に
満
ち
た

町
の
将
来
像
を
、
皆
で
思
い
描

く
こ
と
が
大
切
な
の
だ
と
改
め

て
思
う
。
本
誌
が
、
議
会
を
通

し
て
町
政
を
見
る
町
民
の
目
と

な
れ
る
よ
う
、
し
っ
か
り
と
取

り
組
ん
で
行
き
た
い
。

（
眞
原
　
誠
）

 

発
行
責
任
者

議
　
　
長
　
工
藤
　
文
範

 

議
会
広
報
委
員
会

委
員
長
　
眞
原
　
　
誠

副
委
員
長
　
興
梠
　
　
誠

委
　
　
員
　
中
村
　
五
彦

　
　
　
　
　
吉
川
　
美
加

　
　
　
　
　
後
藤
　
壽
廣
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議会だより山都は環境保護印刷の
「水なし印刷」で印刷しています。

山
都
町
議
会
広
報

■
発
行
・
山
都
町
議
会

■
編
集
・
議
会
広
報
委
員
会

山
都
町
役
場 

議
会
事
務
局

〒
8
6
1
‐
3
5
9
2 

熊
本
県
上
益
城
郡
山
都
町
浜
町
6

1（
0
9
6
7
）7
2
‐
1
2
8
9

正・副議長と委員会構成を紹介します

 議会広報委員会

議会運営委員会

経済建設常任委員会

厚生常任委員会

総務常任委員会

★常任委員会のほか、議事の円滑な進行を図るため、議会運営について
協議することを目的に、議会運営委員会が設置されています。

★本町議会には三つの常任委員会が設置されており、議員はいずれかの常任委員会に所属することに
なっています。常任委員会では、所管する行政事務の調査や、議案、請願・陳情等の審査を行います。

〇議会の運営に関する事項
〇議会会議規則・委員会条例
　等に関する事項
〇議長の諮問に関する事項

委 員 長：眞原　　誠
副委員長：興梠　　誠
委　　員：中村　五彦
　　　　    吉川　美加
　　　　    後藤　壽廣

農林振興課、山の都創造課、建設課、環境水道課（水道）、地籍調査課等
の所管に関する事項

健康福祉課、環境水道課（環境・衛生）、町立老人ホーム、町立病院の所
管に関する事項

総務課、企画政策課、税務住民課、会計課、選挙管理委員会、教育委員
会等の所管に関する事項

委員長：藤原 秀幸
（鶴ケ田）

委員長：後藤 壽廣
（東竹原）

委員長：飯開 政俊
（男成）

議長
工藤　文範

副議長
藤澤　和生

工藤 文範
（上差尾）

藤澤 和生
（須原）

藤川 多美
（長崎）

興梠　誠
（上差尾）

中村 五彦
（金内）

矢仁田 秀典
（下名連石）

眞原　誠
（南田）

西田 由未子
（長田）

副委員長：甲斐 重昭
（大平）

副委員長：吉川 美加
（井無田）

副委員長：藤川 憲治
（万坂）

委 員 長：藤川 憲治
副委員長：後藤 壽廣
委　　員：藤原 秀幸　飯開 政俊
　　　　     吉川 美加　矢仁田 秀典


